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　緑地にはいろい
ろな花が咲き、そ
の蜜をハチたちが
せっせと集めてい
ます。　ミツバチ
を飼ったらどんな
に楽しいでしょ
う。

　「蜂飼いは耳で
花を見るんだ」と
養蜂家・ 角田さん

は言います。　小さいミツバチがたてる羽
音をきいて、ミツバチが元気か、花がいっぱ
い蜜を出しているか、ミツバチ家族は大きく
なっているかということまでわかってしまう
そうです。　それほどきちんと自然を見つめ
て仕事をすることが必要なのですね。

　ミツバチは巣箱を中心に半径2~3Km程度
の範囲を飛び回ってせっせと花の蜜を集め
ます。　花粉や花蜜がいっぱい集められれ
ば子どももいっぱい生まれ、家族はどんど
ん大きくなっていきます（1匹の女王蜂は2

万匹以上の子どもを産むそうです）。　養蜂家
の仕事はミツバチが持ち帰った蜜をしぼるだ
けではありません、今どこに花が咲いているか
を知り、花盛りの時期にははたらき蜂がいっぱ
い増えるように、子育ての時期をうまく調節し
てやることも大切なのだそうです。また蜜源に
なる植物も増やしていきます。　まさにミツバ
チと二人三脚の仕事ですね。

　巻末の解説には、一晩で巣の中のミツバチ
が集団でいなくなる　「蜂群崩壊症候群」　に
ついても書いてありました。　巣箱の中の幼
虫や女王蜂は残されていて、働き蜂だけがい
なくなるそうです。　原因はまだ特定されて
いませんが、角田養蜂場でも50もの群が疾走
したことがあるそうで、大変な痛手だったこ
とでしょう。

　ミツバチを飼うのはそうたやすいことでは
なさそうだとわかりましたが、四季を通した
ミツバチの様子や生態の写真が美しく、すっ
かりミツバチにほれ込んでしまいました。　
　一匹のはたらき蜂が一生かけて集める蜜の
量はスプーン一杯程度とか。　毎朝パンにつ
ける蜂蜜も、ミツバチたちがせっせと集めた、


